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(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」 ⇔ 【授業の達成目標】
２６UAカリ･総人社･人間文化学, ２５UAカリ･総人社･人間文化学

【人間文化学】人間文化に関する文献・資料を収集・調査し分 活字化された校訂本を対照させ、それぞれの解釈や学説を比較
析・考察する人文学の伝統的な手法を身につけるとともに、他 検討しながら読解することで、インターネットを利用して写本
の学問分野の解析手法を併せて修得することによって、複雑多 のファクシミリ版を読むことで古書体学的な知識を体得できる
様化する現代社会の課題に柔軟な対応ができる応用力を有する。 ようになる

⇔

【人間文化学】高度な言語運用能力とコミュニケーション能力 英語、ドイツ語、ラテン語に加え、古アイスランド語の基本文
を基盤として、多領域のステークホルダーと協動し、現代社会 法を修得した上で、時代や空間を超えた人間の思考を理解する
の課題に取り組みながら、独創的かつ多文化共生的な英知の創 ことができるようおになる
成と提案を行う力を有する。

⇔

【人間文化学】人間と社会を探究する学問分野間の総合的な知 中世北欧文献学的な演習を通して、中世英語文献学や共時的あ
見を活かし、俯瞰的な視野で課題を捉える力を有する。 るいは通時的英語学研究との共通性や差異を認識し、自分の専

門的な研究に応用できるようになる
⇔

【人間文化学】人間文化学に関わる地域中核人材・研究者・教 インターネット上のリソースを活用することで、時間・空間を
育者として備わっているべき高い倫理観を有する。 越えた先人たちの業績への敬意を表することができるようにな

る
⇔

(2)授業の概要 古アイスランド語文献『巫女の予言 (Volspa)』及び『グリームニルの言葉（Grimnismal）』の読解を読
書会形式で行います。
既に多くの研究者によって読まれ続けている古典的作品ですが、最新の研究を参照しながら読むことで、
他の研究者ともZoomを通じて意見交換を行います。
対面式ではなく、Zoomを行うことで、関東地方や北陸地方、関西圏の研究者・大学院生との交流を図る
ことになります。

(3)授業計画 １．オリエンテーション。テクストの紹介と校訂本、グロサリー、レファレンス資料の紹介と使い方を
説明します
２-１４．各回毎に読解する範囲を定め、その連を予め読解し、授業内で発音を学び、音読し、韻律を学
び、先行研究の学説を参照・引用しながら独自の解釈を発表します。
基本的には『王室写本』(Reykjavik: GKS2365 4to)のスタンザを読みますが、対応箇所の『ハウクル本』
(AM544 4to)および『スノッリのエッダ』も参照します。
また、他の研究者からその発表への批評を受け、意見交換を行います。
2．『巫女の予言』51スタンザ精読・韻律と解釈・批評と議論
3．『巫女の予言』52スタンザ精読・韻律と解釈・批評と議論
4．『巫女の予言』53スタンザ精読・韻律と解釈・批評と議論
5．『巫女の予言』54スタンザ精読・韻律と解釈・批評と議論
6．『巫女の予言』55スタンザ精読・韻律と解釈・批評と議論
7．『巫女の予言』56-57スタンザ精読・韻律と解釈・批評と議論
8．『巫女の予言』58-59スタンザ精読・韻律と解釈・批評と議論
9．『巫女の予言』60-61スタンザ精読・韻律と解釈・批評と議論
10．『巫女の予言』62-63スタンザ精読・韻律と解釈・批評と議論
11．『グリームニルの言葉』序　スタンザ精読・韻律と解釈・批評と議論
12．『グリームニルの言葉』1スタンザスタンザ精読・韻律と解釈・批評と議論
13．『グリームニルの言葉』2スタンザ精読・韻律と解釈・批評と議論
14．『グリームニルの言葉』3スタンザ精読・韻律と解釈・批評と議論
15．総論。古アイスランド語文献の読解について、現代社会との関わりについてまとめます。

(4)成績評価の方
法

恐らくは初めて出会う言語の修得と、先行研究の渉猟を同時並行的に行うため、言語学的側面と文献学
的な先行研究省用の側面について評価します。

(5)成績評価の基
準

言語学的側面は以下のとおりに評価します
・辞書やグロサリーなどを参照しながら、語彙の意味を推測できれば水準にある
・語彙の意味を理解した上で、idiomaticな表現まで理解できればやや上にある
・文法の知識を利用して、形態論的、統語論的な語彙の関係性を説明できればかなり上にある
・語彙論、形態論、統語論的知識に加え、以下の文献学的側面と連携がとれれば、卓越している
文献学的側面は以下のとおりに評価します
・先行研究をひとつ参照し、内容の解釈について、二つ以上の解釈を知っていれば水準にある
・先行研究をふたつ以上参照し、写本上の記載のヴァリエーションに注意を向けられればやや上にある
・先行研究を参照し、インターネット上の写本のファクシミリを自分で参照できればかなり上にある
・文献学的知識に加え、言語学的側面と連携がとれれば、卓越している

(6)事前事後学習
の内容

事前学習は、与えられたテクスト範囲について、言語学的、文献学的に調べ、知識を整理する
事後学習は、テクスト読解の復習を兼ねて、英語やドイツ語の翻訳を参照する

(7)履修上の注意 この授業は、授業の性質上対面では無く、Zoomを使ってのオンライン授業となりますが、担当者への報
告や連絡や相談は対面で行いますので、予めアポイントメントを取ってください。

(8)質問,相談への
対応

アポイントメントを取って、対面で行います。
アポイントメントおよび質問・相談はメイルにて受け付けます。
j-tksitoを信州大学アカウントの前につけてください。
都合によりZoomによる対応を取ることもあります。
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